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水稲の幼穂発育期間中の水温 。日射条件が生育に及ぼす影響
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1ま え が き

水稲生育に及lFす環境の影響は実際栽培においては複合

したものであるが,生育の前・中期には日射の不足が水田

水温を低下させることが多い。この試験では生育の中期に

おいて,水温と日射を組み合わせた場合の水稲の生育反応
について, 2品種を用いて検討した。
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図 1 水温・ 日射と穂首分化～出穂まで日敬

2試 験 方 法

供試品種および栽植様式 :レイメイ(5月 16日 挿袂 ),サ

サニツキ (同 25日 )の稚苗を鉄製パット(60× 60い ,深さ

3フm)に″当り25株,1株 5本植えた。供試土壌は盛岡沖
積土壌。施肥は基1巴 7協, N, P,K/10aと 追肥を穂首
分化期から減数分裂期にかけ総量が 0, 4,10″ N/10a
になるよう分施し,下記各処理区の 3反覆とした。

水温日射処理 :182,238,305℃ の一定水温,お よび
自然光 (404■ y/こay),寒冷紗―重遮光 (同 174),同
二重遮光 (同 75)の 日射処理を穂首分化始期から出穂期ま

で, ,組合せの処理 を行つた。

収穫および調査 :出穂後自然条件下に45日 間放置した後

収獲。死青米,着色米,奇形米,死米を除いたものを良米
重とした。このため玄米重に小粒米を含む。籾穀長は穂揃

期の穎花を測定。試験は昭和50年に行われ処理前 2週間の

気象はほぼ平年並.処理期間中は平均気温244℃ ,出穂後
40日間は平均気温22℃ ,日射300■ y/daァの好天に恵まれ

た。

5 試験結果および考察

各形質・品種の水温, 日射に対する反応を考察し,合わ

せて, 7月 初旬から8月 上旬にかけての盛岡に於ける平年

水温25℃ ,日 射350■y/daァに対応する生育量を実験値か

ら推算し,低水温・少照下の生育量と比較した。
1 穂首分化から出穂までの所要日数
所要日数に対する影響力は日射よりも水温の方が大きか

つた(図 1,表 1)。 平年気象では35日 で出穂するが,水
温が5℃ 低下し,日射が半減する条件では45日程度遅延
を起すが日射の影響はα8日 にすぎない。水温 7℃ 低下,

日射/の 条件(実験の最も悪い条件に同じ)では 145日 程
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表 1 〆当り籾数,良玄米千粒重,メ当り良玄米重
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遅延し, 日射の影響も増して44日程になる。

品種間ではレイメイはササニツキより高水温での出穂促

進が著しいが,18℃ 水温区では逆に ,日程度遅延した。

2 不稔歩合
18℃の水温処理で, 60～ 80,の不稔を発生するのに反し,

一一 レイメイ
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日射の影響は非常に小さく, 75■y/daァ の低日射でも水

温が高い限り不稔は少なかつた。むしろ18℃水温でフ5■y/

こayの低日射では高日射よりも不稔が減少した(図 2)。

品種間では中～高水温・低日射下でややササニシキに不

稔が増加した。
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図 2 水温 。日射と不稔歩合

3 ″当たり籾数
″靱数は水温より日射の影響が非常に大きい。平年気象

での籾数の値は品種平均 4万 7千で,水温 5℃ 低下,日射

%の条件では,籾数は17¢減し,水温 7℃ 低下,日射/の

条件では51多減じた。この場合水温の影響はほとんとない。

品種間ではササニシキはレイメイより変異の幅が大きく,

高日射での増大が著しい。特に日射による1穂靭数の増加

に原因がある。レイメイは日射の多少にかかわらず17℃ の

高水温で練数が減少した。

4 玄米千粒重    ・

日射より水温の影響が大きい。平年気象での千粒重の値

は品種平均 2■ 1′であり,水温 5℃ 以下,日射%の条件で

千粒重は11¢ 減じ,水温 7℃低下, 日射%の条件では31¢

減であつた。いずれも日射の影響力は水温の約 5割にすぎ

ない。

両品種の比較では,千粒重の変異の幅は同程度であり,

高水温で低日射の他はレイメイの方がササニシキよリー般

に 12,理多かつた。
なお,こ の試験においては,″籾数との相関は非常に低

く(r=o27),む しろ靱穀長と強い相関のみられる(r

=07フネネ摯)は か,図 3に示されるように,幼穂発育期間

との間に強い負の相関がみられた。これは幼穂発育期間中

の不良な水温・日射条件が幼穂の発育停滞のみならず,靱
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図 6 穂首分化から出題まで日数と良玄米千粒重

穀の矮小化と,生理的な障害を引き起こし,処理前後の好

天侯にかかわらず,登熟期における玄米の発育に影響を与

えたものと思われる。

5 ″当り玄米重
水温と日射の両者にほぼ同等に影響される。平年気象で

のメ玄米重は
'32′
であり,水温 3℃ 低下, 日射%の条件

‐ 2¢減し,水温 7℃ 低下, 日射浄 条件では
'2チ
減であ

った。

品種間では商品種とも著しく低水温で生理的障害をうけ

玄米重を強く減少させているが, レイメイでは30℃の高水

温で同様な現象がみられた。一方,ササニシキは高水温で

靭数の増大がそのまま玄米重に結びついた。

4 ま  と  め

水稲の穂首分化期から出穂期まで,水温・日射を組み合

わせて処理し,生育に対する両者の影響度を比較した結果,

ノ靭数に対して日射の影響が,ま た不稔に対しては水温の

影響が圧倒的に強かつた。また,穂首分化から出穂までの

所要日数と良玄米重千粒重に対しては,両者の影響がみら

れるが日射より水温の影響が強い。玄米重に対しては,水

温・ 日射とも同等の影響を与えた。

品種の比較において, レイメイが必ずしも耐冷性を示さ

ず,む しろ高水温区での出穂促進や,メ籾数,千粒重,籾

穀長に対する高温障害を示した。ササニシキは高日射ほど

靭数と玄米重に対し好影響を与えたが,低日射・中～高水

温区でやや不稔が増加した。

本試験はボット試験であるため,圃場群落と異なり日射

の影響を受けやすく,メ靭数や玄米重がやや多日となつた。

今後は実際栽培との比較を十分すると共に,気温の問題も

含めて検討したい。
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